
佐波川漁業協同組合内共第７号 

第５種共同漁業権遊漁規則 

 

（目的） 

第１条 この規則は、この組合の有する内共第７号第５種共同漁業権に係る漁場（以

下「漁場」という。）の区域において、組合員以外の者のする当該漁業権の対象とな

っている水産動物（あゆ、こい、ふな、はや、ます、うなぎ及びかにをいう。以下

同じ。）の採捕（以下「遊漁」という。）についての制限に関し必要な事項を定める

ことを目的とする。 

 

（遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 漁場区域内において遊漁をしようとする者は、あらかじめ組合に申請してそ

の承認をうけなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、遊漁対象水産動物、漁具、漁法、遊漁区域及び遊漁期

間を記載した遊漁承認申請書を組合に提出して行わなければならない。 

３ 組合は、第１項の規定による申請があったときは、手釣、竿釣による遊漁の場合

には第１０条に規定する場合を除き、その他の場合には当該遊漁の承認により当該

水産動物の繁殖保護、組合員若しくは他の遊漁者（第１項の承認を受けた者という。

以下同じ。）の行う水産動物の採捕に著しい支障があると認められる場合又は第１

０条に規定する場合を除き、第１項の承認を行うものとする。 

４ 遊漁者は、直ちに第６条第１項に規定する遊漁料を同条第３項に規定する方法に

より組合に納付しなければならない。 

 

（漁具・漁法の制限） 

第３条 次の表のア欄に掲げる水産動物を対象とする遊漁は、それぞれ、イ欄の漁具・

漁法、ウ欄の区域、エ欄の期間でなければ行ってはならない。 

ア名称 イ漁具・漁

法 

ウ区域 エ期間 

あゆ 

竿釣、餌釣 漁業権区域内 6月 1日から１２月３１日まで 

にごりがき 
白坂総合堰より上流

の漁業権区域 
７月１日から１２月３１日まで 

こい 

ふな 

はや 

竿釣、餌釣 漁業権区域内 

周年。 

ただし、こい掛釣は７月１日から

翌３月３１日まで、カガシラ釣は

６月１日から１２月３１日まで 

にごりがき 
白坂総合堰より上流

の漁業権区域 
７月１日から１２月３１日まで 



うなぎ 

竿釣、手釣 漁業権区域内 周年 

篭、箱 

1人 3個以内 
漁業権区域内 周年 

にごりかき 
白坂総合堰より上流

の漁業権区域 
７月１日から１２月３１日まで 

かに 

篭 

１人３個 

以内 

山陽本線 JR鉄橋よ

り上流峪堰の間 

９月２０日正午から翌年３月３１

日まで 

峪堰より上流漁業権

区域内 

１０月５日正午から翌年３月３１

日まで 

ます 竿釣、餌釣 漁業権区域内 ３月１日から８月３１日まで 

 

（禁止区域） 

第４条 前条の規定による期間内であっても、次の表の左欄に掲げる区域内において

は、それぞれ右欄の期間中は、遊漁を行ってはならない。 

区   域 期   間 

高田樋門（5.4K）より下流 JR鉄橋の間 ９月２０日から１２月３１日正午まで 

庄方堰より上流出雲合橋上流端の間 周年 

 

（全長等の制限） 

第５条 次の表の左欄に掲げる水産動物は、それぞれ右欄に規定する大きさのものは

これを採捕してはならない。 

名  称 大 き さ 

かに 甲巾５ｃｍ以下 

 

（遊漁料の額及び納付方法） 

第６条 遊漁者が遊漁を行うときは、ア欄に掲げる水産動物ごとにイ欄に掲げる漁

具・漁法別に、ウ欄及びエ欄に掲げる区分により、オ欄に掲げる金額を組合に納付

するものとする。ただし、遊漁者が１８才以下の場合は無料とし、第３項ただし書

きに規定する方法により納付するときは、３００円を加算した額とする。 

 

 

No. ア名称 イ漁具、漁法 ウ遊漁者の区分 エ期間 オ遊漁料  

１ 

あゆ、は

や 

、こい、

うなぎ、

竿釣、餌釣、 

手釣、にごりが

き 

 

大人 

（１９才以上） 

 

１日 2,000円 
 

１年 8,500円 
 



ふな 

２ ます 竿釣、餌釣 同上 
１日 2,000円  

１年 5,000円  

３ うなぎ 
竿釣、手釣、篭、

箱、にごりがき 
同上 １年 2,000円 

 

４ かに かご 同上 １年 3,000円  

２ No.1 の遊漁料を支払った者は、日券、年券の区分毎に No.2、No.3 の遊漁を行え

るものとする。 

３ 遊漁料の納付は、次の場所において行わなければならない。ただし、手釣、竿釣

による遊漁の場合には、当該遊漁をする場所において漁場監視人に納付することが

できる。 

(1) 佐波川漁業協同組合事務所（防府市下右田） 

(2) 佐波川漁業協同組合が指定した遊漁証取扱店 

   

（遊漁承認証に関する事項） 

第７条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別記様式第１号による遊漁承認

証（以下「遊漁承認証」という。）を遊漁者に交付するものとする。 

２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 

（遊漁に際して守るべき次項） 

第８条 遊漁者が遊漁を行うときは、遊漁証を携帯し、かつ、漁場監視員の要求があ

ったときはこれを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁に際しては、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁に際しては、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑となる行為

をしてはならない。 

 

（漁場監視委員） 

第９条 漁場監視員は、遊漁者に対しこの規則の遵守に関して必要な指示を行うこと

がある。 

２ 漁場監視員は、別記様式第２号による漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員

であることを表示する腕章をつけるものとする。 

 

（違反者に対する措置） 

第 10 条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは直ちにその者に遊漁の中止を

命じ、又は以後その者の遊漁を拒絶することができる。この場合、遊漁者が既に納

付した遊漁料の払い戻しはしないものとする。 

 

附 則 

  平成２６年４月１日施行 



 

様式第１号 

遊漁承認証 

 

              No 

      遊漁承認証 

 

 下記のとおり遊漁を承認します 

        記  

遊

漁

者 

（住所） 

 

（氏名） 

            （ 才） 

 

・承認期間 

・水産動物の名称 

・漁具、漁法 

・遊漁区域 

・遊漁料         円 

 

発行者 佐波川漁業協同組合 

 

 

様式第２号 

漁場監視員証 

              No 

      漁場監視員証 

 

 下記の者は、当組合の漁場監視員であ

ることを証明する 

          

（氏名）         （ 才） 

（住所） 

             

・有効期間 

  自 平成  年  月  日 

 至 平成  年  月  日 

 

発行者 佐波川漁業協同組合 

 


